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成 果 の 概 要 
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研究集会の概要 
2012 年 10 月、アイルランドのダブリンで開かれました Exciting biology: Forces in biology に

参加しました。この学会では、Cell Press の Exciting Biology Series として、毎年開催されてお

り、多様な実験、コンピュータによるアプローチ、および、様々な数理モデルを用いた異なる研

究分野の研究者を集め、生物における力の役割に挑むことが目的です。この生物における力が指

す内容は、以下の項目です。分子機構における力の重要性、細胞内部におけるアクチンやマイク

ロチューブ等の細胞骨格によって介在される力の役割、細胞が環境や周囲の細胞から力を感知し

応答する機構、生理学的な力の役割、異なる生物における形態形成のイベントにおける細胞と組

織の力学の制御。このような力学を基本とした生物学の中でも、多様な学問分野の研究者が集ま

る場所は世界的にも少ないため、非常に貴重な場所です。この学会では、参加者のコミュニケー

ションを促進するため、参加者の数を制限しており、密な議論を行えることも一つの特徴でした。 
本学会には、以下のような、発生生物学、細胞生物学、バイオエンジニアリングを代表する著

名な研究者が参加していました。Christopher S. Chen (Penn), Donald E. Ingber (Harvard), 
Carl-Philipp Heisenberg (IST Austria), Dennis E. Discher (Penn), Erika L.F. Holzbaur 
(Penn), Taekjip Ha (Illinois), Tarun M. Kapoor (Rockefeller), Julie A. Theriot, (Stanford), 
Satyajit Mayor (NCBS, Bangalore), Stephan W. Grill (MPI-CBG Dresden), Miriam B. 
Goodman ( Stanford), Alpha S. Yap (University of Queensland), Emmanuel Farge (Institut 
Curie, France), Valerie M. Weaver (UCSF), David M. Warshaw (UVM), Joerg T. Albert (UCL), 
William Margolin (UT Houston), Arezki Boudaoud (ENS Lyon), Jennifer A. Zallen 
(Sloan-Kettering) 。これら著名な先生方のご講演は、斬新で刺激的なものが多く、様々なアイ

デアをいただきました。また、参加者人数に制限が設けられていたため、人数も絞られており、

講演を聞いて抱いた質問については、講演者に直接尋ねることができました。 
 
研究発表の成果 

この学会にて私は、Reversible network reconnection model for large deformations of 
multicellular tissue during dynamic morphogenesis という題目でポスター発表を行ってきま

した。その内容は、組織内における細胞スケールの作用と組織スケールのダイナミクスがどのよ

うにして連携し、形態形成が実現されるのかについて理解するため、三次元バーテックスモデル

に基づいた数理モデルを提案するというものでした。ポスター発表の時間帯を中心に多くの方が

質問やアドバイスをくださり、大変有意義な議論を行うことができました。また、共通の問題意

識をもつ研究者の方々に、自分自身の研究成果を周知することが叶いました。また、本学会を通

して、歳の近いポストドクターの方々や、著名な先生方と密にコミュニケーションを取ることが

できました。その中で築けたコミュニティもまた、本学会への参加の一成果と言えます。 
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